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偏光ゼーマン原子吸光光度計  Z-2000シリーズ

部品の推奨交換周期を
超えて装置をご使用に
なることにより、ホース
やパッキンの劣化によ
る水漏れを発生させる
恐れがあります。

電源基板などに使用している電解コンデンサには寿命が
あります。寿命を過ぎると破裂の可能性が高まり、破裂した
場合、内包する薬剤が飛散し発煙・異臭の発生、および周
囲の部品を腐食させます。

水漏れ
アセチレンガス流路に
使用しているガス制御
部、ホース、パッキンな
どの劣化により、ガス
漏れを発生する恐れが
あります。

ガス漏れ

発煙

稼動10年以上の装置はリプレースをお勧めします。

定期的な
メンテナンス･点検を
行うことが大切です。

長期間メンテナンス・点検が未実施の装置では
このような不具合のリスクがあります！


